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3
月
22
日
、
萩
野
小
学
校
の
閉
校
式
が

行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
出
と
と
も
に

長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
学
校
の
伝
統
、
児
童
や
卒
業
生
の
想
い
は
、
再
編
し

た
織
田
小
学
校
に
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

〈
学
校
の
沿
革
〉

明
治
20
年  

村
内
の
三
校
を
合
併
し
、

　
　
　
　  

萩
野
小
学
校
と
命
名

明
治
25
年  

萩
野
尋
常
小
学
校
と
改
称

明
治
35
年  

赤
井
谷
分
教
場
を
本
校
へ
合
併

明
治
36
年  

笈
松
分
教
場
校
舎
新
築

大
正
12
年  

萩
野
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

昭
和
16
年  

萩
野
村
国
民
学
校
と
改
称

昭
和
22
年  

萩
野
村
立
萩
野
小
学
校
と
改
称

昭
和
26
年  

織
田
町
立
萩
野
小
学
校
と
改
称

昭
和
60
年  

笈
松
分
校
休
校

昭
和
62
年  

創
立
百
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
16
年  

笈
松
分
校
廃
校

平
成
17
年  

越
前
町
立
萩
野
小
学
校
と
改
称

令
和
6
年  

織
田
小
学
校
と
の
再
編
決
定

令
和
8
年  

萩
野
小
学
校
閉
校

　

萩
野
小
学
校
の
閉
校
は
と
て
も
寂
し
く
感
じ
ま
す
が
、
小
規
模

校
な
ら
で
は
の
温
か
い
関
わ
り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

皆
様
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
成
長
で
き
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

長
い
年
月
の
中
で
紡
が
れ
て
き
た
歴
史
と
思
い
出
が
、
こ
の
学
び

舎
に
は
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
太
鼓

も
、
閉
校
イ
ベン
ト
で
児
童
に
よ
る
力
強
い
演
奏
と
し
て
披
露
さ

れ
、
そ
の
響
き
と
音
色
、
迫
力
に
、
多
く
の
方
の
心
が
動
か
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
で
過
ご
し
た
時
間
が
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の

歩
み
の
中
で
、
そっと
力
と
なって
く
れ
る
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

橋
本 

忠
雄

学
び
舎
に
感
謝
を

　

閉
校
式・
閉
校
イ
ベン
ト
に
は
、
予
想
を
超
え
る
大
勢
の
方
に
、

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
廊
下
に
飾
ら
れ
た
卒
業
写

真
の
前
で
記
念
撮
影
す
る
様
子
を
見
て
、
改
め
て
歴
史
の
重
み
と

萩
野
小
へ
の
思
い
の
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
児
童
発
表
は
、
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
、

新
聞
記
者
の
方
か
ら
褒
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
萩
野
っ
子
の
素
晴
ら

し
さ
が
キ
ラ
リ
と
光
っ
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
萩

野
で
培
っ
た
力
を
も
と
に
、
夢
に
向
かっ
て
力
強
く
進
ん
で
く
れ
る

こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

学
校
長　

中
橋 

純
代

萩
野
っ
子
の
輝
き

ＰＴＡイベントＰＴＡイベント

ふるさと太鼓ふるさと太鼓

　

萩
野
小
学
校
と
の
再
編
に
よ
り
、
新
し
い
織
田
小
学
校
が
児
童

数
１
６
１
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
再
編
に
先
立
つ
2
年
間
、

授
業
や
行
事
を
通
し
て
多
様
な
交
流
を
行
っ
て
き
た
成
果
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
学
校
生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
学
び
合
い
、
互
い
に
認
め

合
い
な
が
ら
、
一人
一人
が
自
分
ら
し
く
輝
き
、
た
く
ま
し
く
成
長

で
き
る
よ
う
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
域
の
方
々
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

学
校
長　

松
村 

康
彦

新
し
い
一
歩
、
こ
こ
か
ら

織田小学校からのメッセージ

児童代表の言葉児童代表の言葉

校旗返還校旗返還

　
閉
校
イ
ベン
ト
で
は
、
児
童
た

ち
が
こ
れ
ま
で
練
習
を
重
ね
て
き

た
萩
野
の
魅
力
の
発
表
や
、
ふ
る

さ
と
太
鼓
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
保
護
者

や
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
企
画
も
加
わ
り
、
お
別
れ
の
中

に
も
多
く
の
思
い
出
が
生
ま
れ
る

イ
ベン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

閉
校
イ
ベン
ト

　
式
典
で
は
、
校
旗
の
返
還
が
行

わ
れ
、
在
校
児
童
の
手
に
よ
っ
て

取
り
外
さ
れ
た
後
、
中
橋
校
長
か

ら
大
川
教
育
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
全
校
児
童
だ
け
で

な
く
、
卒
業
生
や
保
護
者
、
地
域
の

み
な
さ
ん
で
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
、

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
校
舎
に
別
れ
を

告
げ
ま
し
た
。

閉
校
式
典

〜萩野小学校〜
たくさんの思い出をありがとう

お菓子撒きお菓子撒き
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株
式
会
社
福
井
村
田
製
作
所
宮
崎
工
場
か
ら

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
児
童
用
ク
マ

除
け
鈴
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
30
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
田
代
孝
弘

工
場
長
か
ら
「
最
近
は
ク
マ
だ
け
で
な
く
、
イ

ノ
シ
シ
や
シ
カ
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
児
童
の

通
学
の
安
全
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
ク
マ
除
け
鈴
１
５
０
個
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
ク
マ
除
け
鈴
は
、
町
内
の
新
1

年
生
に
入
学
式
で
配
布
し
、
児
童
の
登
下
校
の

熊
対
策
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
き
ま

す
。 児

童
用
ク
マ
除
け
鈴
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

▲㈱福井村田製作所宮崎工場　田代工場長（右）▲福井エフエム放送㈱　堀謙社長（右）

　
3
月
25
日
、
福
井
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社

か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
23
年
に
渡
り
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
の

た
め
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
登
下
校
時
に
お
け
る
防
犯
対
策
の
重
要
性
が

高
ま
る
中
、
防
犯
ブ
ザ
ー
は
万
が
一
の
時
に
周

囲
へ
危
険
を
知
ら
せ
る
有
効
な
手
段
と
し
て
児

童
の
安
全
確
保
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
登
下
校
時
の
見
守
り
や
声
掛
け
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
の
防
犯
対
策
を
進
め
る
た
め
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
用
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
3
月
23
日
、
越
前
町
役
場
で
自
衛
隊
入
隊
予

定
者
激
励
式
が
行
わ
れ
、
4
月
か
ら
入
隊
す
る

菱
川
未
来（
下
糸
生
）さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
菱
川
さ
ん
は
、
町
長
と
大
宅
自
衛
隊
福
井
地

方
協
力
本
部
長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
か
け
ら
れ

た
後
、
記
念
品
の
贈
呈
を
う
け
ま
し
た
。

　
菱
川
さ
ん
は
、「
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
よ
う
な

自
衛
官
に
な
れ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
い
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
道
へ
踏
み
出
す
菱
川
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
を
、
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
式
を
行
い
ま
し
た

▲入隊者　菱川さん（中央）
　自衛隊福井地方協力本部　大宅本部長（右）

　
3
月
20
日
、「
越
前
町
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
２
０
２
５
」
が
開
か
れ
、
町
内
在
住
の
93

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
穏
や
か
な
天

候
の
も
と
、
越
前
町
朝
日
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
を
発
着
点
と
す
る
、
6
キ
ロ
を
2
時
間
で

巡
る
コ
ー
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
に
は

3
ヶ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
軽
食
の
提
供
や
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス

で
楽
し
く
歩
き
、
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
参
加
者
同
士
で
声
を
掛
け
合
う
様
子
も
見

ら
れ
、
地
域
交
流
の
輪
が
広
が
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

越
前
町
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２
０
２
５
を

開
き
ま
し
た
！

▲笑顔で歩みを進める参加者のみなさん

予算規模
会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 136億4,000万円 31億6,056万8千円 168億56万8千円

特別会計 49億5,515万7千円 4,400万円 49億9,915万7千円

事業会計 28億8,862万5千円 1億1,312万円 30億174万5千円

合　　計 214億8,378万2千円 33億1,768万8千円 248億147万円

一般会計の収支の状況

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,265,300 2,371,118 104.7%
地 方 譲 与 税 等 842,897 859,671 102.0%
地 方 交 付 税 5,764,980 6,001,575 104.1%
交通安全対策特別交付金 1,100 997 90.6%
分 担 金 及 び 負 担 金 69,766 57,255 82.1%
使 用 料 及 び 手 数 料 74,472 70,964 95.3%
国 庫 支 出 金 2,030,224 1,440,679 71.0%
県 支 出 金 1,771,388 613,750 34.6%
財 産 収 入 123,867 86,259 69.6%
寄 附 金 1,352,394 1,293,307 95.6%
繰 入 金 1,201,398 1,070,687 89.1%
繰 越 金 736,562 736,561 100.0%
諸 収 入 157,020 110,906 70.6%
町 債 409,200 0 0.0%

歳　入　合　計 16,800,568 14,713,729 87.6%

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 101,764 100,407 98.7%
総 務 費 2,729,573 2,106,988 77.2%
民 生 費 4,290,829 3,568,662 83.2%
衛 生 費 1,295,163 1,230,715 95.0%
労 働 費 29,847 29,590 99.1%
農 林 水 産 業 費 1,380,536 617,712 44.7%
商 工 費 844,363 774,632 91.7%
土 木 費 1,061,463 670,660 63.2%
消 防 費 660,446 561,403 85.0%
教 育 費 1,617,214 1,404,432 86.8%
公 債 費 1,389,184 1,376,294 99.1%
諸 支 出 金 1,390,186 1,346,377 96.8%
予 備 費 10,000 0 0.0%

歳　出　合　計 16,800,568 13,787,872 82.1%

■歳入	 （単位：千円） ■歳出	 （単位：千円）

　令和7年度下半期の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」と

「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　収支の状況は3月31日現在の状況であ
り、出納整理期間（4月1日から5月31日
まで）の収支は含まれていませんので、決
算状況とは異なります。

令和7年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします

財産の現在高
種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,714,489㎡
建 物 193,575㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,580㎡
有 価 証 券 9,700千円
出 資 に よ る 権 利 637,262千円

基
金

一 般 会 計 7,953,321千円
特 別 会 計 735,276千円
事 業 会 計 1,031千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 8,640,254千円
特別
会計 温 泉 事 業 9,765千円

事業
会計

水 道 事 業 1,850,280千円
下 水 道 事 業 1,330,441千円
国民健康保険病院事業 213,896千円

合　　　　　計 12,044,636千円

特別会計、事業会計の収支の状況

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,213,917 2,013,109 90.9% 1,971,291 89.0%
介 護 保 険 事 業 2,367,003 1,972,067 83.3% 2,068,103 87.4%
後期高齢者医療事業 370,812 365,080 98.5% 320,805 86.5%
温 泉 事 業 17,398 9,394 54.0% 15,877 91.3%
農林漁業体験実習館事業 29,984 12,827 42.8% 25,894 86.4%
土 地 区 画 整 理 事 業 43 0 0.0% 0 0.0%

合　　　　　計 4,999,157 4,372,477 87.5% 4,401,970 88.1%

■特別会計の収支の状況	 （単位：千円）

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／C

水道事業
収益的収支 564,104 555,583 98.5% 567,101 505,190 89.1%
資本的収支 269,168 269,858 100.3% 369,401 367,223 99.4%
合　　計 833,272 825,441 99.1% 936,502 872,413 93.2%

下水道事業
収益的収支 1,064,943 1,029,764 96.7% 1,068,542 971,526 90.9%
資本的収支 412,368 349,208 84.7% 621,139 541,100 87.1%
合　　計 1,477,311 1,378,972 93.3% 1,689,681 1,512,626 89.5%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 162,071 162,059 100.0% 162,071 161,061 99.4%
資本的収支 142,468 131,118 92.0% 213,491 202,152 94.7%
合　　計 304,539 293,177 96.3% 375,562 363,213 96.7%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで
　補てんしました。

■事業会計の収支の状況� （単位：千円）

問合せ先　財政課　☎34‒8711
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森﨑千春

課員
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DX推進室 室長(兼)
林　康彦

室長補佐
水島伸也

課員
下仲　翔☎34‒8701

総務課

課長
林　康彦

課長補佐(人事)
笠川晃央

課長補佐（行政）
山田宗治

課員
駒野裕子・水島美奈  
齋藤　尭
課員(兼)
小刀称優光
課付
清水彰仁・三島大樹

☎34‒8700

住民環境課
課長
松村徹治

課長補佐（住民）
伊部由三
課長補佐（環境）
佐々木岳大

課員
中倉京子・牧田千佳・竹内美幸
橘　研吾・橋本かれん

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
津田豊申

課長補佐
中西亜由美

課員
久保伶奈☎34‒8706

都市整備課
課長
安井俊幸

課長補佐(朝日･宮崎)
山本周二良

課員
水嶋康志郎・加藤条太郎・山下祥兵
竹島康平・八田里菜・髙田知樹
勝山巧海

課長補佐(越前･織田)
宮﨑皓平☎34‒8703

こども家庭
センター

センター長
菅原多恵

保健師
青木七恵
伊藤郁実

保健師（兼）
木下里美・岡田明代・山越加奈子
久保田菜七子
管理栄養士
榎本博美

社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室
室長（兼）
岡山克大

室長補佐(兼)
河瀬慎人

課員
畑　千尋
杉本晴哉

課員（兼）
大橋伸也

☎34‒8714

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
武田喜之
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
牧田茂晴
（地域防災担当）

課員(兼)
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
伊部茂幸
（地域防災担当）

課員(兼)
北野宗昭・杉本夕葉

☎36‒1111

課長
山口和美

課長補佐
鷲田久憲

課員
幸山流気・角谷　心
加藤愛佳・伊藤由理子

定住促進課
☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
安井明希子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
青山晴彦

総務理事
髙木剛彦

齋藤健治

町　長
髙田浩樹

副町長

民生理事
臥龍岡尊哉

スポーツ振興課
課長(兼)
久保義治

課長補佐
古﨑竜司

課員
川嶋孝史・笠原万智

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
尾澤正章

課長補佐
阪下倫夫

課員
清水拓郎・上野孝則・大鎌延浩
古川綺乃・田中悠翔・坪川真子

商工観光課
☎34‒8720

課長
福澤秀一

課長補佐(農政)
竹内敏雄
課長補佐(農林水産)
三七広樹

課員
牧野正克・小山喜世美・下仲順子
山口堅悟・戸田貫太・寺　康太
河合凌大・笠原達也

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
佐々木直人

産
業
部
門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
原　雅哉

教育長
大川伸介

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県丹南広域組合
髙松千鶴

（福）海楽園
石田和也

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
小辻陽子

館長(兼)
藤﨑健一

学芸員
村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
伊部茂幸

課員（併）
北野宗昭・杉本夕葉

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
牧田茂晴

課員（併）
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
武田喜之

課員（併）
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
久保義治

次長(兼)
見谷理奈

課員（兼）
小西智弘・小林宏光
山本沙紀・橋本聖樺☎34‒2000

生涯学習課
課長
久保義治

課長補佐
見谷理奈

課員
小西智弘・小林宏光
山本沙紀・橋本聖樺☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山内了輔

管理栄養士
野村晶子・出倉愛実

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
宮川幸代☎32‒2002

越前小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

国際交流室
室長（兼）
久保義治

室長補佐（兼）
見谷理奈

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
小林宏光・橋本聖樺
笠原万智　　　　　☎34‒8713

教育政策推進室 室長(兼)
北島崇行

室長補佐
杉森　匡

課員
西　益男・小原京華☎34‒8705

学校教育課

課長
北島崇行

課長補佐
河合　智

課員
森下智晴・鈴木亜紀子・伊部祐貴
佐野七海・鷺直穂高
指導主事
齊藤慶司☎34‒8716

会計管理者
津田豊申

課長
佐々木訟覚

課長補佐(上水)
山田幸一
課長補佐(下水)
畑　優器

課員
清水英一・森下亜希子・黒﨑一哉
増田佑馬・松山隼也・礒部歩夢
大橋祐太

上下水道課
☎34‒8707

課長
小道世知紀

課長補佐(課税)
松島顕子
課長補佐(納税)
佐々木桂子

課員
小辻和正・谷口悦子・川端雅旭
左近知也・坂下彩音・佐々木わかば
松田拓巳・堀　光姫

税務課
☎34‒8709

建設理事
荒井基志

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵・増田潤一郎

☎34‒8729

介護福祉課

課長
上坂健一

課長補佐
牛若千鶴

課員
黒田麻里・山口祐子・吉田卓矢
奥山友梨香・坪内結愛
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
高原律子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
高原律子

主任児童厚生員
齋藤忠良

保育士
永谷沙織☎32‒2323

宮崎中央保育所
所長
芝田優子

保育士
小荒繁美・谷口万絵・堀　京子・木下祐子・与坂悠子
鈴木知恵・近藤泰子・八田あずさ・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・酒井基圭
黒田春佳・清水結愛☎34‒1614

朝日西保育所
所長
松葉雪枝

保育士
福岡沙織・中山貴世・青山裕美
三村彰信・佐々木葵☎34‒5602

子ども未来課

課長
水島友樹

課長補佐（児童福祉）
宮永裕次
課長補佐（保育）
青山美智代

課員
髙木浩輔・宮﨑みか・青木佳奈
齋藤実紀・江端和奏
社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
松村徹治

室長補佐
武田喜之

課員
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
松村徹治

室長補佐
牧田茂晴

課員
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
松村徹治

室長補佐
伊部茂幸

課員
北野宗昭・杉本夕葉☎36‒7711

企画振興課
課長
岡山克大

課長補佐（政策・振興）
河瀬慎人
課長補佐(公共交通)
水野義之

課員
大橋伸也
課員(兼)
畑　千尋・杉本晴哉☎34‒8702

財政課 課長
新谷　満

課長補佐
佐々木貴久

課員
森下千尋・堀内文夫・冨田洋輔☎34‒8711

防災安全課 課長
宮川泰昌

課長補佐
安井正樹

課員
木村良太・山内美咲・中村隆文☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

会計理事(兼)
津田豊申

監理課
課長
大矢康一

課長補佐
大橋直人

課員
野　哲治・吉田昌史
山川恭佳・松村風斗

☎34‒8719

健康保険課

課長
林　和美

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
木原千晶

課員
和田幸也・井上真穂・堀　隆弘
大久保恵理

課長補佐(健康増進)
轟久美子

☎34‒8710

保健師
木下里美・岡田明代
山越加奈子・久保田菜七子

保健師（兼）
青木七恵
伊藤郁実

管理栄養士
宮下拓翔

（一社）越前町観光連盟
山田朋美

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介

越前町土地改良区協議会
山口隆司

福井県地方税滞納整理機構（兼）
川端雅旭

課長
中村弘和

課長補佐
髙木裕見子

課員
坂下由美子・渡辺大作・小林美夕紀
村上涼花

障がい生活課
☎34‒8723

民
　
　生
　
　部
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

水島博之

課員（兼）
小原京華

来年度から職員配置の掲載方法を見直します。あらかじめご承知おきくださいますようお願い申し上げます。

秘書広報室 室長
森﨑千春

課員
木原尚裕・小刀称優光☎34‒8728

DX推進室 室長(兼)
林　康彦

室長補佐
水島伸也

課員
下仲　翔☎34‒8701

総務課

課長
林　康彦

課長補佐(人事)
笠川晃央

課長補佐（行政）
山田宗治

課員
駒野裕子・水島美奈  
齋藤　尭
課員(兼)
小刀称優光
課付
清水彰仁・三島大樹

☎34‒8700

住民環境課
課長
松村徹治

課長補佐（住民）
伊部由三
課長補佐（環境）
佐々木岳大

課員
中倉京子・牧田千佳・竹内美幸
橘　研吾・橋本かれん

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
津田豊申

課長補佐
中西亜由美

課員
久保伶奈☎34‒8706

都市整備課
課長
安井俊幸

課長補佐(朝日･宮崎)
山本周二良

課員
水嶋康志郎・加藤条太郎・山下祥兵
竹島康平・八田里菜・髙田知樹
勝山巧海

課長補佐(越前･織田)
宮﨑皓平☎34‒8703

こども家庭
センター

センター長
菅原多恵

保健師
青木七恵
伊藤郁実

保健師（兼）
木下里美・岡田明代・山越加奈子
久保田菜七子
管理栄養士
榎本博美

社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室
室長（兼）
岡山克大

室長補佐(兼)
河瀬慎人

課員
畑　千尋
杉本晴哉

課員（兼）
大橋伸也

☎34‒8714

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
武田喜之
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
牧田茂晴
（地域防災担当）

課員(兼)
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
伊部茂幸
（地域防災担当）

課員(兼)
北野宗昭・杉本夕葉

☎36‒1111

課長
山口和美

課長補佐
鷲田久憲

課員
幸山流気・角谷　心
加藤愛佳・伊藤由理子

定住促進課
☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
安井明希子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
青山晴彦

総務理事
髙木剛彦

齋藤健治

町　長
髙田浩樹

副町長

民生理事
臥龍岡尊哉

スポーツ振興課
課長(兼)
久保義治

課長補佐
古﨑竜司

課員
川嶋孝史・笠原万智

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
尾澤正章

課長補佐
阪下倫夫

課員
清水拓郎・上野孝則・大鎌延浩
古川綺乃・田中悠翔・坪川真子

商工観光課
☎34‒8720

課長
福澤秀一

課長補佐(農政)
竹内敏雄
課長補佐(農林水産)
三七広樹

課員
牧野正克・小山喜世美・下仲順子
山口堅悟・戸田貫太・寺　康太
河合凌大・笠原達也

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
佐々木直人

産
業
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門

教
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　会

教育委員会事務局長
原　雅哉

教育長
大川伸介

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県丹南広域組合
髙松千鶴

（福）海楽園
石田和也

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
小辻陽子

館長(兼)
藤﨑健一

学芸員
村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
伊部茂幸

課員（併）
北野宗昭・杉本夕葉

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
牧田茂晴

課員（併）
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
武田喜之

課員（併）
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
久保義治

次長(兼)
見谷理奈

課員（兼）
小西智弘・小林宏光
山本沙紀・橋本聖樺☎34‒2000

生涯学習課
課長
久保義治

課長補佐
見谷理奈

課員
小西智弘・小林宏光
山本沙紀・橋本聖樺☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山内了輔

管理栄養士
野村晶子・出倉愛実

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
宮川幸代☎32‒2002

越前小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

国際交流室
室長（兼）
久保義治

室長補佐（兼）
見谷理奈

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
小林宏光・橋本聖樺
笠原万智　　　　　☎34‒8713

教育政策推進室 室長(兼)
北島崇行

室長補佐
杉森　匡

課員
西　益男・小原京華☎34‒8705

学校教育課

課長
北島崇行

課長補佐
河合　智

課員
森下智晴・鈴木亜紀子・伊部祐貴
佐野七海・鷺直穂高
指導主事
齊藤慶司☎34‒8716

会計管理者
津田豊申

課長
佐々木訟覚

課長補佐(上水)
山田幸一
課長補佐(下水)
畑　優器

課員
清水英一・森下亜希子・黒﨑一哉
増田佑馬・松山隼也・礒部歩夢
大橋祐太

上下水道課
☎34‒8707

課長
小道世知紀

課長補佐(課税)
松島顕子
課長補佐(納税)
佐々木桂子

課員
小辻和正・谷口悦子・川端雅旭
左近知也・坂下彩音・佐々木わかば
松田拓巳・堀　光姫

税務課
☎34‒8709

建設理事
荒井基志

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵・増田潤一郎

☎34‒8729

介護福祉課

課長
上坂健一

課長補佐
牛若千鶴

課員
黒田麻里・山口祐子・吉田卓矢
奥山友梨香・坪内結愛
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
高原律子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
高原律子

主任児童厚生員
齋藤忠良

保育士
永谷沙織☎32‒2323

宮崎中央保育所
所長
芝田優子

保育士
小荒繁美・谷口万絵・堀　京子・木下祐子・与坂悠子
鈴木知恵・近藤泰子・八田あずさ・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・酒井基圭
黒田春佳・清水結愛☎34‒1614

朝日西保育所
所長
松葉雪枝

保育士
福岡沙織・中山貴世・青山裕美
三村彰信・佐々木葵☎34‒5602

子ども未来課

課長
水島友樹

課長補佐（児童福祉）
宮永裕次
課長補佐（保育）
青山美智代

課員
髙木浩輔・宮﨑みか・青木佳奈
齋藤実紀・江端和奏
社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
松村徹治

室長補佐
武田喜之

課員
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
松村徹治

室長補佐
牧田茂晴

課員
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
松村徹治

室長補佐
伊部茂幸

課員
北野宗昭・杉本夕葉☎36‒7711

企画振興課
課長
岡山克大

課長補佐（政策・振興）
河瀬慎人
課長補佐(公共交通)
水野義之

課員
大橋伸也
課員(兼)
畑　千尋・杉本晴哉☎34‒8702

財政課 課長
新谷　満

課長補佐
佐々木貴久

課員
森下千尋・堀内文夫・冨田洋輔☎34‒8711

防災安全課 課長
宮川泰昌

課長補佐
安井正樹

課員
木村良太・山内美咲・中村隆文☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

会計理事(兼)
津田豊申

監理課
課長
大矢康一

課長補佐
大橋直人

課員
野　哲治・吉田昌史
山川恭佳・松村風斗

☎34‒8719

健康保険課

課長
林　和美

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
木原千晶

課員
和田幸也・井上真穂・堀　隆弘
大久保恵理

課長補佐(健康増進)
轟久美子

☎34‒8710

保健師
木下里美・岡田明代
山越加奈子・久保田菜七子

保健師（兼）
青木七恵
伊藤郁実

管理栄養士
宮下拓翔

（一社）越前町観光連盟
山田朋美

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介

越前町土地改良区協議会
山口隆司

福井県地方税滞納整理機構（兼）
川端雅旭

課長
中村弘和

課長補佐
髙木裕見子

課員
坂下由美子・渡辺大作・小林美夕紀
村上涼花

障がい生活課
☎34‒8723

民
　
　生
　
　部
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

水島博之

課員（兼）
小原京華
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秘書広報室 室長
森﨑千春

課員
木原尚裕・小刀称優光☎34‒8728

DX推進室 室長(兼)
林　康彦

室長補佐
水島伸也

課員
下仲　翔☎34‒8701

総務課

課長
林　康彦

課長補佐(人事)
笠川晃央

課長補佐（行政）
山田宗治

課員
駒野裕子・水島美奈  
齋藤　尭
課員(兼)
小刀称優光
課付
清水彰仁・三島大樹

☎34‒8700

住民環境課
課長
松村徹治

課長補佐（住民）
伊部由三
課長補佐（環境）
佐々木岳大

課員
中倉京子・牧田千佳・竹内美幸
橘　研吾・橋本かれん

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
津田豊申

課長補佐
中西亜由美

課員
久保伶奈☎34‒8706

都市整備課
課長
安井俊幸

課長補佐(朝日･宮崎)
山本周二良

課員
水嶋康志郎・加藤条太郎・山下祥兵
竹島康平・八田里菜・髙田知樹
勝山巧海

課長補佐(越前･織田)
宮﨑皓平☎34‒8703

こども家庭
センター

センター長
菅原多恵

保健師
青木七恵
伊藤郁実

保健師（兼）
木下里美・岡田明代・山越加奈子
久保田菜七子
管理栄養士
榎本博美

社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室
室長（兼）
岡山克大

室長補佐(兼)
河瀬慎人

課員
畑　千尋
杉本晴哉

課員（兼）
大橋伸也

☎34‒8714

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
武田喜之
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
牧田茂晴
（地域防災担当）

課員(兼)
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
伊部茂幸
（地域防災担当）

課員(兼)
北野宗昭・杉本夕葉

☎36‒1111

課長
山口和美

課長補佐
鷲田久憲

課員
幸山流気・角谷　心
加藤愛佳・伊藤由理子

定住促進課
☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
安井明希子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
青山晴彦

総務理事
髙木剛彦

齋藤健治

町　長
髙田浩樹

副町長

民生理事
臥龍岡尊哉

スポーツ振興課
課長(兼)
久保義治

課長補佐
古﨑竜司

課員
川嶋孝史・笠原万智

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
尾澤正章

課長補佐
阪下倫夫

課員
清水拓郎・上野孝則・大鎌延浩
古川綺乃・田中悠翔・坪川真子

商工観光課
☎34‒8720

課長
福澤秀一

課長補佐(農政)
竹内敏雄
課長補佐(農林水産)
三七広樹

課員
牧野正克・小山喜世美・下仲順子
山口堅悟・戸田貫太・寺　康太
河合凌大・笠原達也

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
佐々木直人

産
業
部
門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
原　雅哉

教育長
大川伸介

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県丹南広域組合
髙松千鶴

（福）海楽園
石田和也

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
小辻陽子

館長(兼)
藤﨑健一

学芸員
村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
伊部茂幸

課員（併）
北野宗昭・杉本夕葉

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
牧田茂晴

課員（併）
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
久保義治

館長補佐（併）
武田喜之

課員（併）
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
久保義治

次長(兼)
見谷理奈

課員（兼）
小西智弘・小林宏光
山本沙紀・橋本聖樺☎34‒2000

生涯学習課
課長
久保義治

課長補佐
見谷理奈

課員
小西智弘・小林宏光
山本沙紀・橋本聖樺☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山内了輔

管理栄養士
野村晶子・出倉愛実

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
宮川幸代☎32‒2002

越前小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

国際交流室
室長（兼）
久保義治

室長補佐（兼）
見谷理奈

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
小林宏光・橋本聖樺
笠原万智　　　　　☎34‒8713

教育政策推進室 室長(兼)
北島崇行

室長補佐
杉森　匡

課員
西　益男・小原京華☎34‒8705

学校教育課

課長
北島崇行

課長補佐
河合　智

課員
森下智晴・鈴木亜紀子・伊部祐貴
佐野七海・鷺直穂高
指導主事
齊藤慶司☎34‒8716

会計管理者
津田豊申

課長
佐々木訟覚

課長補佐(上水)
山田幸一
課長補佐(下水)
畑　優器

課員
清水英一・森下亜希子・黒﨑一哉
増田佑馬・松山隼也・礒部歩夢
大橋祐太

上下水道課
☎34‒8707

課長
小道世知紀

課長補佐(課税)
松島顕子
課長補佐(納税)
佐々木桂子

課員
小辻和正・谷口悦子・川端雅旭
左近知也・坂下彩音・佐々木わかば
松田拓巳・堀　光姫

税務課
☎34‒8709

建設理事
荒井基志

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵・増田潤一郎

☎34‒8729

介護福祉課

課長
上坂健一

課長補佐
牛若千鶴

課員
黒田麻里・山口祐子・吉田卓矢
奥山友梨香・坪内結愛
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
高原律子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
高原律子

主任児童厚生員
齋藤忠良

保育士
永谷沙織☎32‒2323

宮崎中央保育所
所長
芝田優子

保育士
小荒繁美・谷口万絵・堀　京子・木下祐子・与坂悠子
鈴木知恵・近藤泰子・八田あずさ・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・酒井基圭
黒田春佳・清水結愛☎34‒1614

朝日西保育所
所長
松葉雪枝

保育士
福岡沙織・中山貴世・青山裕美
三村彰信・佐々木葵☎34‒5602

子ども未来課

課長
水島友樹

課長補佐（児童福祉）
宮永裕次
課長補佐（保育）
青山美智代

課員
髙木浩輔・宮﨑みか・青木佳奈
齋藤実紀・江端和奏
社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
松村徹治

室長補佐
武田喜之

課員
佐々木由里・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
松村徹治

室長補佐
牧田茂晴

課員
柴矢昌美・大鎌瑞奈・村上広樹☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
松村徹治

室長補佐
伊部茂幸

課員
北野宗昭・杉本夕葉☎36‒7711

企画振興課
課長
岡山克大

課長補佐（政策・振興）
河瀬慎人
課長補佐(公共交通)
水野義之

課員
大橋伸也
課員(兼)
畑　千尋・杉本晴哉☎34‒8702

財政課 課長
新谷　満

課長補佐
佐々木貴久

課員
森下千尋・堀内文夫・冨田洋輔☎34‒8711

防災安全課 課長
宮川泰昌

課長補佐
安井正樹

課員
木村良太・山内美咲・中村隆文☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

会計理事(兼)
津田豊申

監理課
課長
大矢康一

課長補佐
大橋直人

課員
野　哲治・吉田昌史
山川恭佳・松村風斗

☎34‒8719

健康保険課

課長
林　和美

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
木原千晶

課員
和田幸也・井上真穂・堀　隆弘
大久保恵理

課長補佐(健康増進)
轟久美子

☎34‒8710

保健師
木下里美・岡田明代
山越加奈子・久保田菜七子

保健師（兼）
青木七恵
伊藤郁実

管理栄養士
宮下拓翔

（一社）越前町観光連盟
山田朋美

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介

越前町土地改良区協議会
山口隆司

福井県地方税滞納整理機構（兼）
川端雅旭

課長
中村弘和

課長補佐
髙木裕見子

課員
坂下由美子・渡辺大作・小林美夕紀
村上涼花

障がい生活課
☎34‒8723

民
　
　生
　
　部
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

水島博之

課員（兼）
小原京華

来年度から職員配置の掲載方法を見直します。あらかじめご承知おきくださいますようお願い申し上げます。

■3月19日に開かれた議会定例会で教育長及び教育委員会委員に次の方が承認されました。

■3月31日の教育委員会で教育長の職務代理者が決まりました。

■4月から新たに14人の先生方が町外から赴任されました。
赴任校 職　名 氏　名 旧所属校
朝日小学校 校　長 上　坂　明　美 清水東小学校（福井市）
朝日小学校 教　諭 水　野　敬　太 新採用
宮崎小学校 教　諭 泉　　　音　羽 新採用
宮崎小学校 栄養教諭 田　中　範　子 福井県教育庁
越前小学校 校　長 松　田　守　弘 丹生高等学校
越前小学校 教　諭 木　下　　　綾 新採用
越前小学校 事務職員 木　原　廣　子 武生第三中学校（越前市）
織田小学校 教　諭 三　谷　康　博 福井県教育庁
織田小学校 教　諭 酒　井　駿　希 新採用
朝日中学校 教　諭 山　口　誠　人 南越前中学校（南越前町）
朝日中学校 教　諭 前　田　恵　里 新採用
宮崎中学校 教　諭 林　　　穂乃香 花筐小学校（越前市）
越前中学校 教　頭 伊　部　雅　之 社中学校（福井市）
越前中学校 教　諭 津　元　　　萌 新採用

教　育　長 	 大川　伸介　【再任】
教育委員会委員 	 淡海　友子　【新任】

教育長職務代理者	 藤澤　春和

教育委員会からのお知らせ

5　　月 電話番号1㈮ 2㈯ 3㈰ 4㈪ 5㈫ 6㈬
朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34-1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34-2850
糸生温泉「泰澄の杜」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34-2322

宮
崎
地
区

越前陶芸村文化交流会館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-3200
福井県陶芸館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-2174
越前古窯博物館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-2174
越前焼の館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-2199
花みずき温泉「若竹荘」 燃料調達状況により営業日は未定です 32-2753
おもいでなファーム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 〇 〇 〇 × 〇 〇 32-3105

越
前
地
区

道の駅「越前」 〇 〇 〇 〇 〇 〇
37-2360

越前温泉露天風呂「漁火」 〇 〇 〇 〇 〇 〇
越前がにミュージアム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37-2626
越前うおいち 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37-2500
越前温泉「なぎさの湯」 〇 〇 〇 × × 〇 37-0637
越前温泉「道の湯」 〇 〇 〇 〇 〇 × 37-2260
越前温泉露天風呂「日本海」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39-1126
越前岬水仙ランド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37-2501

織
田
地
区

織田文化歴史館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 36-2288
オタイコ ･ヒルズ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 36-2061
悠久ロマンの杜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 36-2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ○：通常営業　　×：休館
※詳しくは各施設へお問い合わせください。

ゴールデンウィークの施設営業日のご案内

広報 えちぜん9 令和 ８ 年 ５ 月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 8令和 ８ 年 ５ 月号

えちぜん



　
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
大
学
な
ど

で
学
ぶ
た
め
に
借
り
た
奨
学
金
の
返
還
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
申
請
年
度
の
4
月
1
日
時
点
で
28

歳
以
下
の
人
で
、
ま
ず
補
助
候
補
者
の
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
候
補
者
の
認
定
を
受
け
た
後
1
年
間
の

奨
学
金
の
返
還
を
終
え
た
時
点
で
補
助
金
交
付

申
請
・
請
求
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

　
補
助
候
補
者
認
定
月
か
ら
起
算
し
て
12
ヶ
月

分
の
返
還
額
（
上
限
20
万
円
／
年
）
※
最
大
5

年
間

　

詳
し
い
要
件
や
申
請
方
法
な

ど
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

定
住
促
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
７

え
ち
ぜ
ん
町
未
来
へ
つ
な
ぐ
奨
学
金
返
還
応
援
補
助
金

　
東
京
圏
に
本
部
が
あ
る
大
学
ま
た
は
大
学
院

を
卒
業
・
終
了
し
、
町
に
定
住
を
希
望
す
る
大

学
生
な
ど
の
就
職
活
動
の
た
め
の
交
通
費
や
町

に
引
越
し
す
る
際
の
費
用
（
移
転
費
）
を
支
援

し
ま
す
。

【
就
職
活
動
の
た
め
の
交
通
費
】

対
象
者

　
大
学
ま
た
は
大
学
院
を
卒
業
・
終
了
見
込
み

で
就
職
に
伴
い
町
に
定
住
を
予
定
し
て
い
る
人

支
援
金
額

　
電
車
・
バ
ス
代
な
ど
交
通
費
の
1
／
2
（
上
限

1
万
5
千
円)

※
た
だ
し
、
在
学
中
に
交
通
費

を
申
請
す
る
場
合
、
対
象
と
な
る
交
通
費
は
就

業
開
始
予
定
前
1
年
以
内
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

【
町
に
引
越
し
を
す
る
際
の
移
転
費
】

対
象
者

　
大
学
ま
た
は
大
学
院
を
卒
業
・
終
了
後
、
県

内
に
所
在
す
る
企
業
な
ど
へ
の
就
職
に
伴
い
町

に
引
越
し
た
人

支
援
金
額

　
引
越
し
に
要
し
た
実
費（
上
限
10
万
8
千
円
）

申
請
期
限　
卒
業
・
終
了
日
か
ら
１
年
以
内

※
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
就
職
支
援
金（
東
京
圏
型・

全
国
型
）
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
要
件
や
申
請
方
法

な
ど
、詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
定
住
促
進
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
定
住
促
進
課　
☎
３
４-

８
７
２
７

越
前
町
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
地
方
就
職
支
援
金

　
こ
の
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者

に
対
し
て
町
が
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　

保
護
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
所
得
を
審
査

し
、
準
要
保
護
児
童
生
徒
と
し
て
認
定
さ
れ
た

場
合
、
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
等
の
一
部
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
お
子
さ
ん
が

通
わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
で
申

請
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
請
書
の
印
刷
が
で
き
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
後
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、

各
学
校
長
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度
の

途
中
で
家
庭
環
境
が
変
わ
っ
た
場
合
等
、
い
つ

で
も
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
１
６

就
学
援
助
費
支
給
制
度
の
お
知
ら
せ

▲詳しくはこちら

　
こ
の
度
、
国
内
外
の
環
境
政
策
の
動
向
や
社

会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
令
和
8
年
度
か
ら

令
和
12
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
『
第
4

次
越
前
町
環
境
基
本
計
画
』を
策
定
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性
の
危
機
な
ど
深
刻

化
す
る
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
・
県

の
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
本
計
画
で
は
、

環
境
未
来
像
を
「
人
と
海
・
土
・
里
（
み
ど
り
）

が
織
り
な
す
環（
わ
）の
ま
ち 

越
前
」と
し
、「
地

球
温
暖
化
対
策
」
な
ど
の
5
分
野
を
柱
に
具
体

的
な
取
り
組
み
を
示
し
ま
し
た
。
町
民
・
事
業

者
・
行
政
が
協
働
し
、
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し

を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

越
前
町
環
境
基
本
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た

▲環境保全審議会　渡邉会長（中）、左近副会長（右）

　
日
本
海
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
大
花
火
を
特

等
席
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
有
料
駐
車

場
と
有
料
観
覧
席
を
ご
購
入
い
た
だ
く
こ
と

で
、
会
場
に
近
い
駐
車
場
の
確
保
と
打
ち
上
げ

場
所
正
面
の
観
覧
席
で
の
観
覧
が
で
き
ま
す
。

※
有
料
駐
車
場
は
、越
前
漁
港「
厨
漁
港
」で
す
。

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
の
都
合
に
よ
り
、
午
後

9
時
30
分
ま
で
出
庫
で
き
ま
せ
ん
。

【
有
料
駐
車
場
料
金
】

　
一
台　
５
，
０
０
０
円
（
台
数
４
８
０
台
）

【
有
料
観
覧
席
料
金
】

　
一
人　
３
，
０
０
０
円
（
定
員
３
６
０
人
）

販
売
期
間

　
5
月
1
日
㈮ 

正
午
～
7
月
9
日
㈭ 

正
午

購
入
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
購
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
の
販

売
で
す
。

問
合
せ
先

　
越
前
み
な
と
大
花
火
実
行
委
員
会

　
（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
３
７-

１
５
０
１

「
越
前
み
な
と
大
花
火
」

有
料
駐
車
場
・
有
料
観
覧
席
を
販
売
し
ま
す

　

自
殺
は
、
本
人
の
心
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

仕
事
や
生
活
の
困
難
、
孤
独
や
孤
立
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
た

「
社
会
の
問
題
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
２
年
か
ら
令
和
6
年
の
5

年
間
、
年
平
均
４
．２
人
が
自
ら
命
を
絶
た
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
重
く
受
け
止
め
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
を
見
直
し
、
さ
ら
な
る
対
策

の
強
化
を
図
る
た
め
、
第
2
次
自
殺
対
策
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
に
基
づ
き
、「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
越
前
町
」
を
目
指
し
、
地
域

全
体
で
い
の
ち
を
守
る
取
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

【
基
本
施
策
】

①
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

②
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
育
成

③
町
民
へ
の
啓
発

④
生
き
が
い
づ
く
り
へ
の
支
援

⑤
子
ど
も
た
ち
へ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育

　
ま
た
、
町
の
実
態
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
や
生

活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支
援
を
重
点
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
策

を
進
め
ま
す
。

　

悩
み
を
抱
え
た
と
き
は
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

計
画
書
の
詳
細
と
各
相
談
窓

口
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４-

８
７
１
０

第
2
次
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
児
童
・
高

齢
者
へ
の
虐
待
な
ど
、
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら

れ
て
い
ま
す
か
。
身
近
な
生
活
の
中
で
の
人
権

問
題
や
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
6
月
1
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-
８
７
０
８

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
親
な
ど
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
迎

え
、
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
里
親
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
き
ま
す
。

日　
　
時　
6
月
13
日
㈯　
午
前
10
時
～

内　
　
容　

・
里
親
制
度
の
説
明

・
県
内
の
里
親
さ
ん
の
養
育
体
験
談
な
ど

対　
　
象　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人

申
込
方
法　
「
福
さ
と
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
6
月
5
日
㈮

問
合
せ
先　
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
福
さ
と

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６-

５
０-

３
６
７
２

里
親
制
度
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
き
ま
す

　

６
９
５
年
に
泰
澄
大
師
が
開
山
し
た
『
越

知
山
』
へ
の
登
山
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
今

年
は
併
せ
て
越
前
5
山
巡
り
も
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

期　
　
日　
5
月
31
日
㈰　
※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

　
奥
糸
生
多
目
的
セ
ン
タ
ー
越
知
山
登
り
口　

　
7
時
30
分
受
付
開
始
・
7
時
55
分
出
発

参
加
費　
無
料

※
事
故
や
ケ
ガ
は
自
己
責
任
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

　
小
学
生
以
上
（
小・中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

服　
　
装

　

長
袖
シ
ャ
ツ
・
長
ズ
ボ
ン
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
・
帽
子
・
手
袋

持
ち
物

　
弁
当
・
水
筒
・
お
や
つ
・
雨
具
な
ど

問
合
せ
先

　
越
知
山
泰
澄
塾　
山
口

　
☎
０
９
０-

８
２
６
５-

８
３
３
８

第
38
回 

泰
澄
越
知
山 

登
山
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
に
軽
自
動

車
を
所
有
、
使
用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
令
和
5
年
よ
り
軽
自
動
車
税
の
納
付

情
報
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
確
認
が
可
能
に
な

り
、
車
検
時
に
納
税
証
明
書
の
提
示
は
原
則
不

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
か

ら
は
口
座
振
替
で
納
税
さ
れ
た
人
へ
の
納
税
証

明
書
（
口
座
振
替
済
通
知
書
）
は
お
送
り
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４-

８
７
０
９

軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

　
従
来
、
郵
送
や
電
話
で
行
っ
て
い
た
町
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
、
希
望
者
に
対
し
て
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
お
送
り
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｓ
と
は
、
携
帯

電
話
番
号
宛
て
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
受
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。受
信
料
は
か
か
り
ま
せ
ん（
※

通
信
事
業
者
や
契
約
内
容
に
よ
り
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

送
信
元
番
号

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・ａ
ｕ
・
楽
天
モ
バ
イ
ル
回
線
：

０
７
７
８
３
４
１
２
３
４

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
回
線
：
２
４
３
０
５
６

※
電
話
帳
に
「
０
７
７
８
３
４
１
２
３
４
」
を

登
録
す
る
と
、
受
信
時
に
送
信
元
を
確
認
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

配
信
内
容（
例
）

　

納
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
、
健（
検
）診
に

関
す
る
お
知
ら
せ
、
会
議
の
開
催
に
関
す
る
お

知
ら
せ

※
内
容
に
よ
り
、
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

・
す
べ
て
の
お
知
ら
せ
を
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
行
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
利
用
す
る
場

合
は
、担
当
課
か
ら
事
前
に
ご
案
内
し
ま
す
。

・
本
Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
町
か
ら
の
送
信
専
用
で
す
。
返

信
い
た
だ
い
て
も
回
答
で
き
ま
せ
ん
。

・
内
容
に
心
当
た
り
が
な
い
場
合
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
記
載
の
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　
Ｄ
Ｘ
推
進
室　
☎
３
４-

８
７
０
１

Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）に
よ
る

お
知
ら
せ
を
始
め
ま
す

民生委員
はあなたの地区の相談役です

問合せ先　障がい生活課　☎34-8723

　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員です。
　高齢者や障害があり、支援を必要としているときや、子育てや介護での心配ごとや不安など困った
ことがあるときは、お住まいの地域の民生委員・児童委員、主任児童委員へお気軽にご相談ください。
本町では69人の委員が支援を必要とする相談者と行政または専門機関に繋げるパイプ役として活動
を行っています。

全国で毎年5月12日を「民生委員・児童委員の日」と定めており、
12日から18日の1週間を「活動強化週間」としています。

民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘義務があり、
相談した方の秘密は守られます。

町障がい者福祉部会
研修の様子

「ふれあいスキューバ
体験事業」への協力 登下校時の見守り活動

越前町は平成26年からマレーシア政府機関事業
の開催地として選ばれ続けています。マレーシア国
費留学生を始め、人事院総裁や農業・食糧安全保障
大臣などが町を訪れました。近年、多くのマレーシア
の中・高生が来町し、町内学校生徒と交流をしながら、
町の魅力に触れ、日本文化への理解を深めました。

これまでの交流成果を活かし、越前町国際交流協
会では、令和8年度から新たに「マレーシア青少年国
際交流派遣事業」を企画します。今後マレーシアと
派遣事業の紹介記事を毎月掲載しますので、「国際
交流室からの一言」をチェックしてみてください。

※この事業は宝くじの
　助成金を活用しました。

留学生向けオンライン生活講座
を実施しました
越前町国際交流協会は2月20日、24日、26日の

3回にわたり、外国人高度人材移住定住支援事業の
一環として、留学生向けのオンライン生活講座を行
いました。講座では、国民健康保険と税金、国民年
金の3つの制度を紹介しました。多くの留学生と大
学職員が参加し、日本での生活に重要な制度への理
解を深めました。

新たな派遣事業が新たな派遣事業が
誕生しました誕生しました

国民年金講座の様子

マレーシア生徒との交流の様子

● 朝日児童センター ●
No.18

ハロウィンわなげハロウィンわなげ

HALLOWEEN★HALLOWEEN★
こどもおかしやさんこどもおかしやさん

ジャコランタン作りジャコランタン作り

かぼちゃ
見つけたよ！

輝け！

みんなが育てた
かぼちゃのわなげ。
大きいかぼちゃを

ねらえ！！

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
町
で
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
次
の
よ
う
な
お
願

い
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
個
人
情
報
や
、
金
融
機
関
名
・
口
座
情

報
な
ど
の
提
供
を
求
め
る
こ
と

・
金
銭
の
振
込
や
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
依
頼

す
る
こ
と

・
職
員
に
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

預
け
る
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
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福井県河川・砂防総合情報（県運営）
河川水位や雨量、河川カメラなどが確認できます。

キキクル（気象庁運営）
気象情報が確認できます。

問合せ先　住民環境課　☎34-8708

　 鯖江クリーンセンター竣工
　鯖江広域衛生施設組合が建設を進めてきた新
ごみ焼却施設「鯖江クリーンセンター」が完成し、3
月28日に竣工式が執り行われました。式典では式
辞や来賓祝辞、テープカットなどが行われ、新たな
施設の完成を祝いました。
　新しいクリーンセンターは、1日あたり最大98ト
ンの焼却処理能力を備えています。最新の排ガス
処理設備を導入することで、環境負荷のさらなる低
減を図ります。
　本施設の完成により、町の一般廃棄物処理体制
は大きく前進しました。今後は、分別の徹底やごみ
減量に向けた取り組みを町民のみなさんとともに推
進し、クリーンセンターを核とした循環型社会の形成を目指していきます。町では引き続き、安全・安心で環
境にやさしいまちづくりに取り組んでまいります。

　 鯖江クリーンセンター“ごみ焼却発電”を公共施設で活用！
　越前町、鯖江市、鯖江広域衛生施設組合、北陸電力株式会社の4者は、4月1日からごみ焼却発電によ
る電力を公共施設で活用する「エネルギー地産地消」の取り組みを開始します。本事業は、地域特性を生か
した脱炭素社会の実現を目指すものです。
　ごみ焼却施設では、家庭などから排出されたごみを燃やす際に発電を行っています。本取り組みでは、施
設で消費する電力を除いた余剰電力を、北陸電力が「カーボンフリー電気」として供給。町内では役場やコ
ミュニティセンターなど5施設で、鯖江市では市役所、小中学校、公民館など29施設でそれぞれ活用します。
　この仕組みにより、化石燃料の削減や温室効果ガスの抑制が期待されます。環境負荷の低減と、地域の
エネルギー自立の両立に向け、今後も連携して取り組んでまいります。

鯖江クリーンセンター発電電力の流れエネルギー地産地消の証明書授与式

鯖江クリーンセンターが
新しくなりました！

鯖江クリーンセンター

竣工記念テープカット

問合せ先　農林水産課　☎34-8704

　緊急銃猟は、あくまで人の生命や身体を守るためのやむを得ない措
置です。住民のみなさんの安全を守るため、日頃から「寄せ付けない」
環境づくりにご協力ください。

• 果実や野菜は早めに収穫しましょう
• 生ごみの管理を徹底しましょう
• 建物周辺のハチの巣は放置しないようにしましょう
• クマなどの侵入経路となる、やぶなどは定期的に刈り払いしましょう

　近年、ツキノワグマやイノシシ、ニホンジカなどが住宅地や学校、公園といった人の
日常生活圏へ出没する事例が増えています。これを受け、国による鳥獣保護管理法の
改正に伴い、本町では新たに「緊急銃猟マニュアル」を策定しました。
　このマニュアルは、市街地での銃器使用に際し、実施の判断基準（誰が、いつ、どの
ように実行するか）を明確にすることで、対応の遅れを防ぎ、二次被害を未然に防止す
ることを目的としています。

　緊急銃猟を安全に実施するため、実施地域周辺の住民のみなさんへ、警察官
や町職員から通行規制（禁止・制限）や、屋内・屋外への避難をお願いする場合
があります。その際は、安全確保のため迅速なご理解とご協力をお願いします。
　なお、実施に関する情報は、防災行政無線、緊急メール、広報車、町ホーム
ページ、町公式 LINE などで速やかにお知らせを予定しています。

人の日常生活圏に
侵入した場合

人への危害を
防止するための
緊急措置が
必要な場合

銃猟によって人の
生命・身体に危害が
及ぶ恐れがない場合

銃猟以外の方法では
捕獲が困難な場合

町民のみなさんへのお願い

出没を防止するために

緊急銃猟マニュアルを
策定しました

緊急銃猟が実施される4つの条件
以下のすべての条件を満たす場合にのみ、実施されます。
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越前町お知らせメール（町運営）
町の防災情報や緊急情報などをメールで配信しています。  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

『宇宙食になったサバ缶』
……… 小坂康之 / 著  別司芳子/ 著
『あちん』……………… 雀野日名子/ 著
『おしょりん』…………… 藤岡陽子/ 著
『恐竜ガールと情熱博士と』
…………………………… 祓川 学 / 著

県内を舞台にした本で、地域の魅力を再発見！

県内が舞台の本

　4月から放送中のドラマ「サバ缶、宇宙へいく」（主演：北村匠海）をご存じですか。このドラマの原案であ
る書籍『さばの缶づめ、宇宙へいく』は、小浜市の高校を舞台に生徒たちが12年もの歳月をかけて「宇宙食
サバ缶」を開発した感動のノンフィクションです。
　このように、県内を舞台にした物語は、私たちにとって非常に身近な存在です。
知っている地名や懐かしい方言が登場するだけで、読書の楽しさはぐっと広がり
ます。
　今回は、そんな「県内が舞台の本」をいくつかご紹介します。みなさんの知っ
ている場所や、共感できるエピソードが見つかるかもしれません。ぜひ手に取って
みてください。

手話奉仕員養成講座（基礎課程）受講者募集
聴覚に障がいのある人への情報提供を担ってくれる人を養成する講座を開きます。

今年度は基礎課程です。対象条件を満たす人は、ぜひご参加ください。

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

鯖江・丹生消防組合消防吏員採用候補者試験
令和8年度鯖江・丹生消防組合消防吏員採用候補者前期試験を実施します。

※試験案内などは、消防本部および丹生分署、朝日分遣所、越前分遣所に設置してあるほか、ホームペー
ジからもダウンロードできます。複数の試験区分への受験申し込みはできません。
※職場説明会を行います。（対面またはオンライン形式）
※詳しくは、鯖江・丹生消防組合ホームページまたは総務課まで確認してください。

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防本部　総務課　☎54‒9110（平日 午前8時30分～午後５時15分）

受 付 期 間 　令和8年5月18日（月）～ 6月1日（月） 午後5時
第一次試験 　令和8年6月14日（日）

実施区分 採用人数 受験資格・要件
資格・免許 生年月日

消防吏員 A
（一般）

5人程度
必要なし 平成3年4月2日～平成19年

4月1日までに生まれた人
消防吏員 B

（救急救命士）
救急救命士資格を有する人または、
令和9年3月末までに取得見込みの人

平成3年4月2日以降に
生まれた人

越前消防団　辞令交付式

越前消防団　新入団員紹介

　4月1日、越前消防団団員として13人が入団され、災害時に地域の安全と安心を守るため、活動いた
します。
　退任された10人の前団員のみなさま、長きにわたりご尽力いただき、ありがとうございました。

地　区 分　団 氏　名

朝 日
１分団

吉　田　智　史
中　田　康　喜
三田村　真　紀

３分団 平　井　孝　政
５分団 吉　田　国　広

織 田
１分団 水　谷　大　剛
２分団 鈴　木　健　斗

地　区 分　団 氏　名

越 前
１分団 礒　部　　　満
３分団 竹　内　　　蓮

宮 崎
２分団 島　田　凌　大

４分団
山　本　康　介
岩　本　悠　希

機能別分団　災害支援団員 吉　川　博　行

（敬称略）

『さばの缶づめ、宇宙へいく』
小坂 康之 著、林 公代 著

イースト・プレス

『朱色の化身』… ……… 塩田武士 / 著
『チア☆ダン』…………… 円山夢久 / 著
『天空の蜂』… ………… 東野圭吾 / 著
『震える天秤』…………… 染井為人 / 著
『メロディ・フェア』… … 宮下奈都 / 著

開催日時	 6月9日～ 12月1日の毎週火曜日（全23回）　午後7時～ 9時　
	 ※8月11日、9月22日、11月3日は休講
会 場	 越前町生涯学習センター

対 象	 町内に在住または勤務し、次のいずれかの条件を満たす人
	 ①手話奉仕員養成講座【入門課程】修了者
	 ②全国手話検定試験4級を有する人
定 員	 15人

受 講 料	 無料　※テキストをお持ちでない人は、テキスト代4,290円が必要です
	 　　　　また、自宅学習教材として手話動画の視聴を希望する場合、別途1,760円かかります。
申込方法	 所定の申込用紙に必要事項を明記のうえ、郵送、メール添付送信、FAX、持参のいずれかで

下記までお申し込みください。（申込用紙は福井県聴覚障がい者協会のホームページに掲載さ
れています）

	 〒910-0026　福井市光陽2-3-22福井県社会福祉センター 2階
	 （社福）福井県聴覚障がい者協会　手話奉仕員養成事業担当
	 ☎0776-63-5572　FAX 0776-63-6692　E-mail：kouza@fukui-deaf.jp
申込締切	 5月26日（火）

問合せ先	 障がい生活課　☎34-8723
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生涯学習
センター
だより

こちらからもお申込みできます▶

ハーブ石けんづくり講座

答えのない時間を親子で楽しもう！　みる・きく・つながるアートの魔法

はじめてのスマホ・タブレット講座

　今回は「ペパーミント」と「ローズマリー・レモン」の2種類
の石けんをつくります。
　ハーブには、肌のハリの向上や、ニキビ予防などの効果があり
ます。手作りのハーブ石けんを使って、美肌を手に入れましょう。

　親子で絵の鑑賞をして話し合いをしながら、コミュニケーション能力を楽しく身につけてみませんか？論理的思
考や問題解決力など、ビジネスの現場で即座に活かせるスキルも鍛えられます。
　必要なのは自由な発想だけ！子どもと向き合う時間を作りたい、ビジネススキルをより身につけたい人、ぜひご
参加ください！

　基本的な使い方をはじめ、生涯学習センターや体育館、コミュニティセンターなど町内施設の利用申込みができる
「施設予約サービス」の操作方法も学びます。

日　時 	 5月19日（火）・21日（木）
	 午後1時30分～ 3時30分
場　所 	 織田コミュニティセンター　2階　小会議室
講　師 	 松下　恵子　氏（パソコンインストラクター）
定　員 	 10人（2日とも受講できる人）
受講料 	 無料
持ち物 	 スマートフォンまたはタブレット
申込先 	 生涯学習センター織田分館　☎36-7712
締　切 	 5月15日（金）

日　時 	 6月13日（土）　午前10時～ 11時
場　所 	 越前町生涯学習センターセンター　2階　会議室1
講　師 	 上野　誠　氏（アイビーエージェント株式会社）
対　象 	 小学生親子
定　員 	 16人
受講料 	 無料
申込先 	 越前町生涯学習センター　☎34-2000
締　切 	 6月1１日（木）

日　時 	 6月6日（土）　午後１時～２時30分
場　所 	 宮崎コミュニティセンター 　創作工芸室　
講　師 	 稲葉　美智子　氏

	 （NPO ジャパンハーブソサエティ上級インストラクター）
定　員 	 10人
受講料 	 1,2０0円（材料代として）
申込先 	 生涯学習センター宮崎分館　☎32-7712
締　切 	 6月3日（水）

▲昨年度の様子

今回の石けん

• ペパーミント
  ※消炎、ニキビ予防、血行促進が期待されます。
• ローズマリー＋レモン
  ※レモンにはシワ、しみ、くすみを予防す
る効果があります。

  天然素材のため安心して使えます。

昨年度は、エルダーフラ
ワーと、ラベンダーの2種
類の石けんを作りました。

　
織
田
文
化
歴
史
館
で
は
、
5
月
5
日
㈫
の
こ
ど

も
の
日
に
あ
わ
せ
て
無
料
開
館
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
工
作
教
室
や
展
示
案
内
な
ど
、
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
全
イ
ベ
ン
ト
事
前
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費

無
料
で
す
。

【
体
験
イ
ベ
ン
ト
】
工
作
教
室
（
子
ど
も
向
け
）

　
職
員
が
丁
寧
に
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
小

さ
な
お
子
様
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

・
窯
印
ス
タ
ン
プ
で
し
お
り
作
り

　
消
し
ゴ
ム
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ん
こ
の
窯
印
ス
タ
ン
プ
を
押
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
を
作
り
ま
す
。

・
3
種
類
の
折
り
紙
兜
作
り

　
い
つ
も
の
兜
か
ら
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
兜
ま

で
折
り
紙
で
挑
戦
し
ま
す
。

場　
　
所　
文
化
交
流
ホ
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ル

時　
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前
の
部　
午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

参
加
方
法　

　
実
施
時
間
中
、
ブ
ー
ス
へ
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
混
雑
時
は
お
待
ち
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た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
学
び
イ
ベ
ン
ト
】
学
芸
員
の
展
示
案
内

　
今
年
3
月
、
国
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重
要
文
化
財
に
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す
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よ
う
答
申
さ
れ
た
「
大
釜
屋
窯
跡
群(

岳
ヶ
谷

窯
跡)

」
に
つ
い
て
、
出
土
し
た
越
前
焼
を
交

え
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

時　
　
間　
午
後
1
時
30
分
～

参
加
方
法　
時
間
ま
で
に
展
示
室
入
口
に
お
集

ま
り
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だ
さ
い
。

問
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せ
先
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織
田
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歴
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県
内
57
の
越
前
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元
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越
前
陶
芸
村
に
一

堂
に
集
結
す
る
「
第
44
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
」

を
開
き
ま
す
！

　
陶
器
市
を
メ
イ
ン
に
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

飲
食
バ
ザ
ー
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
盛
り
だ
く
さ

ん
。
土
曜
日
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
郷
土
芸
能

や
舞
台
発
表
、
日
曜
日
は
陶
芸
館
茶
苑
で
の

「
さ
つ
き
あ
げ
茶
会
」
や
、
福
井
の
音
楽
シ
ー

ン
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盛
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上
げ
る
「
オ
ト
づ
く
り
フ
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ス
」
な

ど
も
行
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れ
ま
す
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見
て
、
触
れ
て
、
味
わ
う
2
日
間
。
ご
家
族

や
お
友
達
と
お
越
し
く
だ
さ
い

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

日　
　
時　
5
月
30
日
㈯
～
31
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
合
せ
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越
前
陶
芸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
２-

２
０
０
０

第
44
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
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点滴が守る命の尊い日	 嵐　喜美枝
トランプが口を開けると株下がり	 笹下　利行川 柳批判して気づくわが身の得手勝手	 渡辺　照子

和紙の上一滴の墨にじみゆく	 松村　典子川 柳

陶芸村だより 2026年

5月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 園 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合はその翌日）　　問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

プラントピア  開園記念日

　福井総合植物園プラントピアは、平成6年6月1日に開園しました。開園を記念し、5月30日㈯・31日㈰の2日
間は、無料で入園いただけます。このイベントは、当園で栽培した花苗のプレゼントや園内観察会など、家族で
楽しめる内容となっています。

日程・内容等が変更になる場合がありますので、詳しくは公式ホームページをご覧ください。

event information

花苗プレゼント
マリーゴールドや多肉植物などの苗を
各日先着100人にプレゼント！
時　間　午前9時～
　　　　※無くなり次第終了します
場　所　入園受付前

野鳥観察会
日本野鳥の会福井県の講師が初心者でもわかり
やすく指導します。（双眼鏡の貸出 OK）
時　間　午前9時～午前11時
定　員　各日30人
　　　　※荒天時は内容が変わる場合があります。

園内観察会
松本園長による園内観察会。
時　間　午後2時30分～午後4時
定　員　各日30人
　　　　※荒天時は内容が変わる

場合があります。

観　察　会

5月31日㊐ 限定開催

クラフト体験

写真展
プラントピアで撮影した、四季折々の
植物を写真でご紹介します。
期　間　5月30日（土）～6月8日（月）
時　間　午前9時～午後5時
場　所　植物館1階　第1研修室

ボタニカルマルシェ
県内外から珍しい植物屋さん、
雑貨屋さんが集まります。
時　間　午前9時～午後5時
主　催　TREEVALLEY SABAE

園内クイズラリー
謎解きクイズラリー

「恐竜探偵プティノくん」
園内を楽しくまわって謎を解き
明かそう‼全問正解して豪華景
品が当たるくじを引こう。

多肉寄せ植え体験教室 
講師に多肉 Garden*Grow の伊豆蔵氏を迎え、多肉植物の寄せ植えを作ります。
時　間　①午前10時30分～正午　　②午後2時～3時30分
場　所　植物館2階　第2研修室　　　定　員　各回15人
料　金　2,500円　　　申　込　電話にてお申し込みください。

合唱団コンサート 
福井キッズコーラスファミリーと越前町民混声合唱団ニューエコーズによるコンサート
を行います。
時　間　午後1時30分～2時30分
場　所　植物館1階

親子で楽しむクラフト作り 
押し花キーホルダーや壁掛けなどクラフト作りが楽しめます。
時　間　午前9時～午後3時
材料費　330円～（入園料別）

内　　容

5月30日㈯・31日㈰　入園無料

越前焼
窯元展

第
６
回

会　期	 6月14日（日）まで
料　金	 入館無料

投票日	 越前陶芸まつり期間中　5月30日（土）・31日（日）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館　ホール
時　間	 午前9時～午後4時

6月末から開かれる「陶灯展」の灯りとりコンテストの作品を全国
から募集しました。大賞作品はご来場のみなさんの投票で決定しま
す。あなたが選ぶ灯りとりは大賞に輝くのでしょうか！投票いただ
いた人の中から抽選で、越前焼窯元の灯りとりをプレゼントします。

第第44回回

陶灯展 灯りとりコンテスト陶灯展 灯りとりコンテスト

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

多肉植物
ワークショップ

MOTHER’S DAY母の日

特別企画 イベント内容

日 時	 5月10日（日）午後1時～午後3時
会 場	 道の駅「越前」正面玄関エントランス

越前町厨71-335-1　☎︎ 37-2360

多肉植物販売
選りすぐりの多肉植物が購入できます。自分のコレ
クションにぴったりの多肉植物と出会うチャンス！

　　　　   ワークショップ
母の日に多肉植物の寄せ植えを作りま
しょう。お母さんへの素敵なプレゼントになること間
違いなし！　料金：2,000円　〈予約優先となります〉

プレゼント
アンテナショップで1,000円以上お買い物されたお
母さんにa-dopo の美味しいクッキーをプレゼント！

in 道の駅「越前」

当日参加
OK!!  

鯖江市西山動物園の人気者、9匹のレッサー
パンダがモデル！そっくりの型紙から “推し
レッサー”を選んで、自分だけのお皿を作ろ
う！どの子にするか迷うのも楽しい♪

会　期	 5月2日（土）～6日（水）
時　間	 午前10時30分～　
　　　　午後1時30分～
　　　　午後3時～
料　金	 1,800円／1作品
　　　　（送付の場合は別途送料）
会　場	 福井県陶芸館　陶芸教室
定　員　各回20人

越前焼でレッサーパンダの
お皿を作ろう！

丹南地域
コラボ企画

あなただけの「推しレッサー皿」作っちゃお！

出来上がり寸法 約20㎝

昭和56年に2m の大壺
を制作した中村豊氏の水
指・花器、青海波文の食
器、水滴など水を入れる
器を中心に紹介します。
古来、水がめを中心とす
るくらしの道具だった越
前焼の未来のかたちを模
索します。

会　期　5月16日（土）～6月21日（日）

中村豊展
─水の器、水の文様─

越前の伝統的な焼締め作品か
ら、細かな技術が光る作品、カ
ラフルなやきもののような心と
きめく作品まで、個性豊かな越
前焼が揃う、19窯元・22作家
の展示販売会です。
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批判され品評会で得た一等	 武藤　久子
誤解招く人への批判自重する	 山内　千代川 柳一日の汚れを落としさっぱりと	 山谷　ゆり

権力で汚されている世界地図	 司辻　文子川 柳

問合せ先　こども家庭センター　☎34–8821

えちぜんっこえちぜんっこ
子育てナビ子育てナビ

　今年度から特定不妊治療費の助成に加え、不妊検査・一般不妊治療にかかった費
用も助成します。
　どちらの治療についても、県が実施する不妊検査・一般不妊治療費助成事業と特
定不妊治療費助成事業の助成の決定を受けている人で、以下の項目に該当する人が
対象です。

対 象 者	 ①法律上の婚姻をしている夫婦または事実婚関係であり、申請日時点で、夫又は妻の
いずれかが町内に1年以上住所を有すること。

	 ②夫婦などの両方が町税を滞納していないこと。
	 ③県が実施する不妊検査・一般不妊治療費助成事業と特定不妊治療費助成事業の承認

決定通知書の通知日から6 ヶ月以内であること。

助 成 額	 県から助成を受けた検査、治療などについて、対象者が負担した治療費から県が助成し
た金額を差し引いた額（千円未満切捨て）。

	 　●不妊検査・一般不妊治療（対象となる治療は県の助成要綱に準じます）
	 　　 上限35,000円（助成回数は夫婦等1組につき1回）
	 ※不妊検査・一般不妊治療の助成は、福井県不妊検査・一般不妊治療費助成事業決定通知書の通

知日が令和8年4月1日以降の治療が対象。

	 ●特定不妊治療（対象となる治療は県の助成要綱に準じます）
	 　　 上限60,000円（1回の治療につき）

越前町
不妊治療費助成のお知らせ

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
5 月 3 日（日祝）

織田病院 ☎36-1000
5 月 4 日（月祝）
5 月 5 日（火祝）
5 月 6 日（水振休）
5 月10日㈰ 橘医院 ☎36-0015
5 月17日㈰ 織田病院 ☎36-1000
5 月24日㈰ 伊部病院 ☎34-0220
5 月31日㈰ 藤田医院 ☎34-0044
※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♥1歳6か月児健診
5 月13日㈬ 午後 1 時15分～ 4 時15分 織田コミュニティセンター

♥育児教室（予約制）
5 月14日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター
5 月28日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
5 月20日㈬ 午後 1 時30分～ 4 時30分 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
5 月27日㈬ 午後 1 時15分～ 4 時15分 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥こども家庭センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦子育てサロン
毎週水曜日 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦無料法律相談会（予約制）
5 月26日㈫ 午後１時～ 4 時 越前町社会福祉センター

♦介護者のための『ほっとかふぇ』講座（要予約）
5 月25日㈪ 午後１時30分～ 3 時 宮崎コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
5 月18日㈪ 午前９時30分 ～正午 越前町役場
※電話相談になる場合があります。

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水曜日 子育てサロンの後 午後2時まで 社会福祉センター
第1～4土曜日・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時 社会福祉センター
※5月30日はお休みです。

受　付　時　間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

5月27日㈬ 越前町生涯学習センター
（内郡13-19-3）

午前 9 時～ 11時 ● ● ●
午後 1 時～ 3 時 ● ● ● ●

受付2時まで

5月29日㈮ サンライズ織田
（織田109-57）

午前 9 時～ 11時 ● ● ●
午後 1 時～ 3 時 ● ● ●

※１ 肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施しています。（予約不要）
※２ 大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

検診予約専用ダイヤル ☎34-1230

こころとからだのカレンダー

食改さんだより

問合せ先　 健康保険課　☎34‒8710

▲福井県不妊治療費
　助成事業について
　ホームページ

　郷土料理紹介第2弾は、ほう葉めしです。朴（ほお）の葉の香り
がご飯に移るのが特徴です。今回はおやつで食べやすい分量です。
朴の葉がない場合は、クッキングシートやラップで包んで作れま
す。（香りは付きません）

健康ポイント 	 おやつは楽しみ、食べすぎないのがコツ。
おやつは心をリフレッシュさせる大切な時間です。一方で、食
べすぎは血糖値の上昇や食事量の低下につながることがありま
す。1日200kcal 程度、小皿にのる分を目安に、無理のない量
でおやつを楽しみましょう。

ほう葉めし
材料（4個分）	 分量

　ほう葉･････････････････････････ 8枚
　米･････････････････････････････ 1合
★きな粉･････････････････････････ 50g
★砂糖･･･････････････････････････ 50g
★塩･･･････････････････････ 小さじ1/4

作り方

①お米は事前に炊飯し、ほうの葉は軽く洗
い、水気をふき取ります。

②★の材料を混ぜておきます。
③ほうの葉２枚を裏返して十文字に重ね、

②を中心にかけ、その上に炊き上がった
米をのせます。

④米の上に②をかけ、ほうの葉を包みま
す。しばらくおき、なじませて完成です。

エネルギー	 234kcal	 タンパク質	 6.7g	 脂質	 3.5g
炭水化物	 46.6g	 食塩相当量	 0.6g

栄養価
（1個分）

「ほう葉めしの由来」
田植えという重労働の合間にエネルギーの補給をするため丈夫で大き
く香りがよいほうの葉が自然の「包み」として使われたことが由来です。
きな粉は稲の実りを連想させることから、豊作祈願の意味合いもあると
いわれています。

朴（ほお）の木朴（ほお）の木
ほお葉飯ほお葉飯

こんにちは、住民環境課ごみ係です。
今回は、プラスチック類のリサイクルについてご説明します。
町内の家庭から出る可燃ごみの中には、リサイクルできる資源物が多く含まれてお
り、その中にはプラスチック類も多く含まれています。資源物を可燃ごみとして捨
てるのではなく、リサイクルすることができれば、ごみの減量化につながります。

プラスチック類の分別
町では「プラスチック製容器包装」をリサイクルできるものとして分別収集しており、その他のプラスチック
類は可燃ごみになります。

家庭ごみの正しい分け方・出し方第13回第13回

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

プラスチック類のプラスチック類の
リサイクルについてリサイクルについて

プラスチック製容器包装プラスチック製容器包装 出し方出し方
　プラスチック製容器包装にはリサイクル
マークのあるものとないものがあります。マー
クがなくても、プラスチック製で商品を入れた
もの（容器）や包んだもの（包装）であればリ
サイクルの対象になります。
　例として、ビニール袋、
ラベル、お菓子の包み（内
側が銀色のものも含む）、
カップ麺の容器などが挙
げられます。

　プラスチック製容器包装の収
集袋に入れて出してください。
　食べ物の容器は軽く水洗いし
て固形物を取り除いてください。
油残りや色うつりがあってもリ
サイクルできます。

ごみの正しい分け方・出し方を守って、町のごみを
減らし、住みよい町を創るためにご協力をお願いし
ます。

リサイクルマーク

▲町ホームページ
　QRコード

広報 えちぜん 22広報 えちぜん23 令和 ８ 年 ５ 月号令和 ８ 年 ５ 月号

えちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 セクハラで県に汚点をつけた知事	 原　　榮子川 柳

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

5月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド 知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	Jr.+（ジュニアプラス）
中学硬式野球チーム
丹南ボーイズ（5月30日～）

■	いこっさ！GWおでかけ情報スペシャル
丹南各地から生中継で、GW のイベント情報と盛
り上がりをお届け！また、GW のおでかけ情報や、
気になるお天気もお伝えします。

（５月3日10：00～）

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7：55～  ②12：55～  ③19：55～  ④23：55～

「第44回越前陶芸まつり」
（5月9日～）
「物価高騰対策『えちぜん町商品券』を配布します」
（5月23日～）

Ｅ
子 

　
こ
ん
に
ち
は
！

学
Ｈ 

　
こ
ん
に
ち
は
。前
回
の
続
き
で
す
。

	

　

前
回
の
最
後
に
北
陸
で
は
須
恵
器
の
使
用
が

卓
越
し
て
お
り
、土
師
器
は
格
段
に
少
な
い
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
地
域
的
な
動
向
の
違
い
は
、九
世
紀
中
頃
に
な

る
と
一
層
明
瞭
に
な
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
よ

ね
。

学
Ｈ 

　
九
世
紀
中
頃
に
な
る
と
武
生
、麻
生
津
、末
、金

津
の
窯
跡
は
ほ
と
ん
ど
が
操
業
を
終
え
ま
す
。そ

の
後
丹
生
窯
跡
小
曽
原
支
群
は
急
に
窯
数
を
増

や
し
、
須
恵
器
の
一
大
供
給
地
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
小
曽
原
支
群
は
生
産
量
の
増
大
化
を

必
然
的
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
結
果

が
調
整
手
法
の
簡
略
化
や
省
略
化
、焼
成
段
階
に

お
け
る
重
ね
焼
き
の
変
化
と
な
っ
て
現
れ
て
い

ま
す
。

Ｅ
子 

　
小
曽
原
支
群
に
集
中
し
た
と
い
う
こ
と
は
、そ

れ
以
外
の
場
所
で
は
須
恵
器
の
生
産
が
行
わ
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｈ 

　
そ
れ
は
違
い
ま
す
。確
か
に
九
世
紀
中
頃
に
な

る
と
小
曽
原
支
群
に
須
恵
器
の
生
産
が
集
中
し

ま
す
が
、
松
岡
・
永
平
寺
窯
跡
、
金
津
窯
跡
な
ど

小
規
模
な
窯
を
創
業
し
、小
曽
原
支
群
の
窯
跡
に

よ
る
圧
倒
的
な
生
産
量
を
補
う
形
で
須
恵
器
生

産
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　

で
は
小
曽
原
産
の
須
恵
器
が
ど
こ
ま
で
流
通

し
て
い
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
小
曽
原
産
の
須
恵
器
は
土
や
砂
粒
が
多
く
含
む

独
特
の
質
の
た
め
に
見
分
け
が
つ
き
や
す
く
、足

羽
川
以
南
ま
で
流
通
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

	

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
越
前
国
衙
が
土
器
の
量

産
化
と
広
域
流
通
化
を
目
指
し
、あ
く
ま
で
独
自

の
方
針
と
し
て
、須
恵
器
生
産
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
な
お
し
た
結
果
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

　
こ
の
よ
う
に
九
世
紀
中
頃
以
降
、丹
生
窯
跡
群

で
は
小
曽
原
支
群
に
て
量
産
化
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
が
、一
般
的
な
供
給
具
が
須
恵
器
か
ら
土
師

器
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
一
〇
世
紀
前
半
以
降
に
な
る
と
、土
師
器

と
須
恵
器
で
同
じ
器
形
が
現
れ
る
事
例
が
確
認

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。次
第
に
須
恵
器
と

土
師
器
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
い
き
、須
恵
器
が

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。越
前
で
は

最
終
窯
と
さ
れ
る
金
毘
羅
山
登
り
口
一
号
窯
を

最
後
と
し
て
須
恵
器
生
産
は
消
滅
し
て
い
き
ま

し
た
。

Ｅ
子 

　

越
前
で
は
こ
の
よ
う
に
須
恵
器
生
産
が
栄
枯

盛
衰
し
た
の
で
す
ね
。勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

学
Ｈ 

　
さ
て
須
恵
器
に
関
し
て
は
今
回
で
終
了
で
す
。

Ｅ
子 

　

と
い
う
こ
と
は
ま
た
別
の
文
化
財
に
つ
い
て

で
す
か
？

学
Ｈ 

　
そ
の
通
り
で
す
。で
は
ま
た
次
回
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

『
越
前
町
織
田
史（
古
代
・
中
世
編
）』越
前
町
教
育
委
員

会　
二
〇
〇
六

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
147

― 

古
代
越
前
の
須
恵
器
生
産
に
つ
い
て
④ 

―

学芸員 H

E 子

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

今
月
号
の
表
紙
は
、
越
前
陶
芸
村
の
広
場

で
お
花
見
を
楽
し
む
子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
グ

ル
ー
プ
を
撮
影
し
た
一
枚
で
す
。
満
開
の
桜
の

下
で
和
や
か
に
談
笑
す
る
み
な
さ
ん
の
姿
か
ら

は
、春
の
穏
や
か
な
空
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

最
近
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
シ
ー
ト
を
広
げ

て
桜
を
愛
で
る
機
会
も
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
こ
う
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

す
の
は
、心
安
ら
ぐ
大
切
な
ひ
と
と
き
で
す
ね
。

快
く
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

田
島
　
　
誠
さ
ん
（
93
歳
）

佐
々
生	

天
谷
み
ど
り
さ
ん
（
96
歳
）

　
市	

藤
坪
　
憲
雄
さ
ん
（
77
歳
）

上
糸
生	

山
内
　
智
子
さ
ん
（
87
歳
）

小
曽
原	

山
内
　
美
之
さ
ん
（
74
歳
）

江
　
波	

谷
﨑
　
幸
子
さ
ん
（
92
歳
）

江
　
波	

山
内
　
光
男
さ
ん
（
77
歳
）

樫
　
津	

鈴
木
　
昭
夫
さ
ん
（
85
歳
）

　
宿	

小
坂
　
紀
男
さ
ん
（
84
歳
）

　
宿	

正
木
キ
リ
子
さ
ん
（
99
歳
）

小
　
樟	

下
仲
　
賢
治
さ
ん
（
77
歳
）

　
厨	

仲
保
富
士
雄
さ
ん
（
63
歳
）

米
　
ノ	

増
渕
　
昌
夫
さ
ん
（
93
歳
）

馬
　
場	

山
嵜
　
照
江
さ
ん
（
102
歳
）

大
王
丸	

上
坂
　
幸
枝
さ
ん
（
77
歳
）

上
山
中	

堀
　
恵
一
郎
さ
ん
（
70
歳
）

上
山
中	

堀
　
　
昌
代
さ
ん
（
84
歳
）

越
前
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ニ
ジ
ハ
コ
」

に
は
、
飲
食
業
で
の
起
業
を
目
指
す
人
を
応

援
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
ブ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
施
設
開
設
か
ら
半
年
間
、
静
か

だ
っ
た
こ
の
場
所
に
、
4
月
か
ら
3
ヶ
月
間

限
定
で
「
ニ
ジ
ハ
コ
カ
フ
ェ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
日
替
わ
り
で
出
店
す
る
7
店
舗
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
ハ
ン
バ
ー
グ
や
カ
レ
ー
、

こ
だ
わ
り
の
デ
ザ
ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
店
主
た
ち
の
想
い
が
詰

ま
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
出
会
え
る
こ
の
カ
フ
ェ
。

私
も
オ
ー
プ
ン
当
初

か
ら
ラ
ン
チ
に
訪
れ
、

地
域
の
新
し
い
賑
わ
い

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

編
集
後
記

西
田
中	

酢す

や谷　

泰た
い
が河

（
和
生
、
男
）

西
田
中	

爲た
め
く
に國　

瑚こ

と音
（
翔
太
、
女
）

内　

郡	

千せ
ん
し
ゅ
う

秋　

晴は

ろ虹
（
輝
和
、
男
）

東
内
郡	

塚つ
か
も
と本　

望の
ぞ
む夢

（
彬
文
、
男
）

気
比
庄	

籔や
ぶ
し
た下　

葵あ
お
ば葉

（
哲
也
、
女
）

上　

野	

水み
ず
し
ま島　

翠す

い唯
（
俊
幸
、
女
）

（
織
田
）

人口と世帯
（4月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 19,343 人

　男	 9,434 人
　女	 9,909 人
世帯数	 7,268 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から51人の減）

なかよしひろば（施設開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 ★ 5月14日（木） 34-5602

朝 日 南 保 育 所 ★ 5月13日（水） 34-1614

朝日ノミエルこども園 ★ 平日随時開放 34-0081

認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 園開放なし 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 5月21日（木） 32-2067

陶 の 谷 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 32-3014

認 定 こ ど も 園 ★
西 徳 寺 保 育 園 　 5月13日（水）・28日（木） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日随時開放 37-0305

織 田 こ ど も 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

はぎのこども園 ★ 平日午前中随時開放 36-0396

認 定 こ ど も 園 
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話で事前にご連絡ください。
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がん検診 は、加入している医療保険に関わらず、
職場などで受ける機会がない該当年齢の人はどなたでも受診できます。

健
康
診
断・が
ん
検
診
は「
未
来
へ
の
健
康
投
資
」で
す

年に一度の健診・検診は、ご自身とご家族の健康を守る大切な機会です。
この機会に、ぜひ 特定健診・がん検診などを受けましょう。

　健康診査・検診対象となる人には、5 月に「むらさき色の封筒」
または「はがき」で受診券が届きますので、現在治療中の人も年に
1 回、健（検）診を受けて自分のからだの状態を確認しましょう。

　町では、この春から骨粗しょう症の検診に助成を行います。
　骨を丈夫に保つことは、毎日の生活を安心して続けるためとても
大切です。『特に症状がなくても、気づかないうちに進んでいる』と
言われる病気ですので、どうぞお気軽に検診をご利用ください。

※各医療機関によって受診可能な検査が異なります。受診可能かどうか医療機関または検診専用ダイヤル（☎34-1230）
までお問い合わせください。

健（検）診案内・受診券を送付します

骨粗しょう症検診
（年齢は令和9年4月1日時点）

がん検診 （年齢は令和9年4月1日時点）

検査項目：身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、診察、心電図、眼底検査等

※会社勤務の人は、勤務先で健康診査を受けてください。

健康診査 （年齢は令和9年4月1日時点）

年　齢 加入している医療保険 受診方法 自己負担金

40歳以上

①国民健康保険（40～64歳） 町実施の集団検診または医療機関 1,500円

②国民健康保険（65～75歳） 町実施の集団検診または医療機関 1,000円

③後期高齢者医療保険 町実施の集団検診または医療機関 無　   料

①・②・③以外 加入している医療保険者（勤務先など）が
実施する健診を受けてください。

39歳以下（職場などで健診を受ける機会がない人） 町実施の集団検診のみ（ヤング健診） 1,500円

対象となる検診・検査 対　　　　象　　　　者

子宮頸がん検診 H17年4月2日～H18年4月1日生まれの女性

乳 が ん 検 診 S60年4月2日～ S61年4月1日生まれの女性

肝炎ウイルス検査 S61年4月2日～ S62年4月1日生まれで、過去に検査をしたことがない人

●実施期間：令和8年5月〜12月末
検査項目 対　　　象　　　者 内　　　　容 検査場所 自己負担金

骨粗しょう症
町内在住の45歳・50歳の女性

※対象者には、受診券をお送りします。
骨の量（骨密度）を調べる検査

（エックス線）
織田病院 1,000円

検査項目 対象者 内容
受診方法

自己負担金
（　）は75歳以上集団

検診
医療
機関

肺がん 40歳以上 胸部エックス線 〇 〇 500円（200円）

胃がん
バリウム

50歳以上（昨年度未受診）
胃部エックス線 〇 〇 1,000円（500円）

カメラ 胃カメラ検査 × 〇 3,000円（1,500円）

子 宮 頸 が ん 20歳以上（昨年度未受診） 頸部細胞診 〇 〇 1,000円（500円）

乳 　 が 　 ん 40歳以上（昨年度未受診） 乳房エックス線 〇 〇 1,000円（500円）

大 腸 が ん 40歳以上 便潜血反応検査 〇 〇 500円（200円）

ピロリ菌検査 20～69歳（過去に検査・治療なし） 血液検査 〇 × 1,000円

肝炎ウイルス 40歳以上（過去に検査・治療なし） 血液検査 〇 × 500円

前 立 腺 が ん 50～74歳 血液検査 〇 × 500円

年齢と加入している医療保険によって種類が違います

20～39歳
職場等で

健診を受ける
機会がない人

ヤング健診
町実施の
集団検診

40～74歳
越前町国民
健康保険

その他の医療保険
（社会保険）

特定健診
町実施の集団検診
または医療機関

加入している
医療保険者か
ら指定された

健診

75歳以上
後期高齢者医療保険加入者

長寿健診
町実施の集団検診
または医療機関

かかりつけの
医師に健診受
診について相
談しましょう。

健（検）診はすべて予約制です。
（受診券で受診可能か確認して予約してください。）
※受診を希望される人で、受診券が届かないときはお問い合わせください。

予約開始
5月7日（木）～

下表の対象者は、今年度の検診を 無料 で受診することができます。

問合せ先 	 検診専用ダイヤル（健康保険課内）
	 ☎34‒1230

◀詳しくは町ホームページを
　ご覧ください

引用：公益財団法人　骨粗鬆症財団

多

少

骨
董

20

年齢と閉経に伴う骨量の変化（概念図）

骨量減少のはじまり

骨量の急激な減少

50 80歳 年齢

成長期

閉経期男　　性

骨粗しょう症
の範囲

女　　性

女性ホルモン

今年度から
新しく

始まります！
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町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

広報えちぜんは環境
に優しい植物油イン
キを使用しています。

本文には見やすく読み
まちがえにくいユニ
バーサルデザインフォ
ントを採用しています。

 町では、物価高騰対策として 
 町民のみなさんの生活支援と地元経済の活性化を目的に 
 「えちぜん町商品券」を配布します 

ふくいはぴコイン商品券事業事務局
☎0776-50-0801
受付／平日 午前9時〜午後5時

受け取りに関する問合せ先

商品券の取り扱い加盟店募集中！

5月18日（月）～31日（日）
※配布期間内に不在などで受け取り出来なかった場合はお問い合わせください

配 布 時 期

ゆうパックで郵送 （世帯主あてに対象者分の商品券を郵送します）配 布 方 法

6月1日（月）～11月30日（月）利用可能期間

商工観光課　☎34-8720受け取りに関する問合せ先

加 盟 店 登 録 に
関する問合せ先

▲詳しくはこちら
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